
まだ食べられる食品を捨てないで
だれかと地球のために

岡山県

食品ロス削減リーフレット



事業系食品ロス削減のためのリーフレット

我が国の食料自給率はカロリーベースでは37％（2020年度）と低いレベルにあるにも関らず、本来食べられるのに廃棄

される「食品ロス」は600万トン（2018年度）と、大量の食品ロスが排出され、廃棄物として処理されています。食品ロ

ス削減は、世界的な課題になっており、国連の持続可能な開発目標SDGsのターゲットの一つになっています。日本の食

品ロス削減政策は2000年度に比べ2030年度には半減する目標を掲げて関係者にさらなる取組を呼び掛けています。

食品ロスの削減は、①廃棄物処理費の負担軽減、食料の自給率を高め食品の生産、輸送のためのエネルギー消費量

の削減をもたらし、ひいては炭酸ガスの排出抑制、広くは世界の貧困、飢餓の克服など様々な問題の解決につながります。

事業系食品ロスが発生する原因は、食品の形の不揃い、加工や配送時の破損、規格外品の発生、作りすぎ、納品期

限切れ、販売期限切れ、賞味期限切れ、消費期限切れ、などが考えられます。食品ロス削減に有効な施策は、在庫の

適正な管理などもありますが、フードバンクの積極的な活用があります。このリーフレットでは、まだ食べられる食品をフードバ

ンクへ寄付したい食品関連事業者やその食品を受け取るフードバンクに知ってもらいたい情報を提供させていただきます。

食品ロス削減の背景と目的

フードバンク活動とその関係者

フードバンクとは；食品の品質には何ら問題がないが、通常の販売が困難な食品、食材を
引き取って、福祉施設などに無償提供をするボランティア団体です。
フードバンク活動には、食品を提供する者（A）と、フードバンク（B）と食品を最終的に
受け取る者（C）が、それどれの役割を果たし、それぞれが良かったと思うような結果にな
らないと長く続きません。A,B,Cのそれぞれの役割、良かったと思う事を考えてみました。

A B C



食品を寄付する者 A
役割：安全な食品を寄付・提供する。

良かったと評価される点：食品ロスの削減につながった。食品が無駄なく使われ、廃棄物の発生量が減

少して、廃棄物処理の費用負担を減らすことが出来た。有価の食品の寄付によって節税になった。食品

ロスの削減という社会問題の解決に取り組んでいることが企業イメージの向上につながり、消費者の支

持が得られ、企業の業績向上につながる可能性がある。

フードバンク活動に関係して良かった点

フードバンク B

役割：食品を寄付する者 Aとそれを最終的に受け取る者 Cとの間をマッチングをして寄付された食品が

スムーズに受け渡しがされるようにコーディネートする。

良かったと評価される点：食品が無駄なく活用され、食品ロスの削減という社会問題の解決に貢献でき

る。食品を寄付する者、受け取る者から感謝される。フードバンク団体の活動に賛同する支持者からの

寄付金や活動支援者が増える。

寄付された食品を最終的に受け取る者 C

役割：フードバンクが指示した受け取り方法で、寄付された食品を受け取り、消費する。受け取った食品について、食中

毒やアレルギーについての責任ついては受け取った者 C責任と理解しておく。そうでない場合は事前に契約書等で責任

の所在を明確にしておく。

良かったと評価される点：無償で寄付された食品のお陰で、経済的負担が無く、食品を得ることが出来て健康な生活

を送れること。感謝の気持ちや生きることに喜びを感じること。



食品を寄付したい食品関連事業者などが直接フードバンク等に連絡をし、寄付を行います。

①寄付する際の注意点を確認する

出典：農林水産省https://www.maff.go.jp/j/shokusan/recycle/syoku_loss/attach/pdf/foodbank-9.pdf



②寄付する先【フードバンクなど】を選考する

岡山県内のフードバンク等団体の連絡先

※詳細については別紙資料『岡山県内のフードバンク等団体の実態調査表』を参考にしてください
※取扱い食品については取扱い一覧をご参照ください
※県内には他にもフードバンク等団体はあります。アンケート調査に回答があり、本リーフレットへの掲載の承諾を得
られた団体のみの掲載にしています。

①　野菜・果物 ⑦　調味料

②　米 ⑧　冷凍品

③　飲料 ⑨　お菓子

④　缶詰め ⑩　備蓄品

⑤　レトルト等の保存食 ⑪　インスタント食品

⑥　加工食品(常温) ⑫　その他

取扱い食品一覧(※)

団体名 住所
TEL
FAX メールアドレス 取扱い食品(※) 冷蔵庫冷凍庫

1 NPO法人フードバンク岡山 岡山市北区岡町14-9　岡町ビル202 086-801-5071 gakudou@mx6.tiki.ne.jp 全て(他日用品) ある ある

2 更生保護施設等支援協議会 岡山市北区富田町2-3-14 090-7595-7146 fujimoto-haruo@assess.co.jp 全て なし なし

3 NPO法人岡山きずな 岡山市北区中山下1-5-25
086-221-2822
086-201-5508 okayamakizuna@gmail.com 全て ある ある

4 水島こども食堂ミソラ♪実行委員会 倉敷市水島北春日町5-17 080-8383-3915 masa28feb@gmail.com
全て(他生理用品・日用
品) ある ある

5 フードバンクせとうち 瀬戸内市邑久町尾張700-1
0869-22-0433
0869-24-1255 minato14@plum.ocn.ne.jp ①⑧以外全て なし なし

6 NPO法人リカバリーポイント岡山ダルク 瀬戸内市邑久町福中477
0869-24-7522
0869-24-7523 okayama-darc@key.ocn.ne.jp ⑩以外全て ある ある

7 学校法人順正学園ボランティアセンター 高梁市伊賀町8
0866-22-3548
0866-22-3591 volcen@office.jei.ac.jp

⑧以外全て(他ミルク・
ベビーフード・日用
品・雑貨類) ある なし

8 フードパントリー倉敷 倉敷市福田町古新田1112-7
080-9137-2992
086-697-5953 f.pantry.k2021@gmail.com 全て(日用品以外) ある ある

9 NPO法人おかやまUFE
岡山市北区東古松4-4-22
サクラソウ501

086-231-0841
086-231-0842 sumasapo@utenti.click

全て(販売促進の景品・
アルコール飲料) ある ある

10 岡山西温暖化対策地域協議会 浅口郡里庄町浜中841-2
0865-64-4392
0865-64-4392 asakuchi2011@yahoo.co.jp 全て(他日用品) なし なし

団体名 住所
TEL
FAX メールアドレス 取扱い食品(※) 冷蔵庫 冷凍庫

11 岡山市社会福祉協議会 岡山市北区鹿田町1-1-1
086-222-8619
086-222-8621 chiiki@okayamashi-shakyo.or.jp ⑧⑪以外全て なし なし

12 倉敷市社会福祉協議会 倉敷市笹沖180
086-434-3301
086-434-3357 kurasyakyo@kurashikisyakyo.or.jp ⑧以外全て なし なし

13 新見市社会福祉協議会 新見市金谷640-1
0867-72-7306
0867-71-2088 tobira-takemoto@shakyo-niimi.jp ①⑧以外全て ある ある



③選んだフードバンク等団体の詳細を確認する

④提供食品の情報を把握しフードバンクに 知らせる (メール添付にて)

フードバンク等団体の組織概要、活動理念などをリーフレット別紙資料を参照して調べる

岡山県内のフードバンク等団体の実態調査を2021年7月実施し、次のような項目が記載されている

1. 組織概要
2. 活動理念
3. 活動を始めた経緯
4. 活動内容
5. 食品を提供している団体や個人
6. 直近2年間の食品取扱量
7. 食品の受け取り方法
8. 食品の在庫保管
9. 取扱いのある食品と今後欲しい食品
10. 1ヶ月に食品を希望する受け取りの頻度や日にち・曜日
11. 受け渡しについて
12. 食品の安全について
13. 問題点や疑問点

寄付する食品の種類・量、賞味期限、アレルギーなど

提供品情報

社名

担当者名

住所

電話番号

提供品保管場所

提供予定時期

受け渡し方法

備考

その他詳細情報
写真等の貼付

提供品情報

品名 個数 1つの内容量 ケース数 1ケースの入数 総重量
ケース外寸
幅×奥行×高さ

賞味期限
年月日

温度管理

(例)むき甘栗 2000 55ｇ 20 20 110,000 2022.4.30 常温

提供品申込書

特記事項

栗が多少砕けている



⑤受け渡し方法等について確認する

⑥食品を受け渡す その後フードバンクは受領書を作成し、寄付者に送付する

受け渡しの方法を決める。(直接搬入可能または引き取りを希望など)

合意書(同意書)、受領書などについて確認する
(同意書の例)

 

受   領   書 

 

 

 年 月 日 

寄贈団体名：○○株式会社 殿 

 

 

住 所  

団体名  

代表者                   印 

 

 

 年 月 日付けの寄附の申し出については下記のとおり受領しました。 

 

 

１． 受領品目・数量 

 

 

 

２．使用目的 

 

 

 

３．受領年月日 

   年 月 日 

 

 

 

 

 

 

(受領書の例)



参考となる情報源
(はじめてフードバンクに寄付をする際に参考となる他の情報源)

〇農林水産省ホームページ『フードバンク』

https://www.maff.go.jp

農林水産省のHPから下記のような項目で、情報が得られます。

2.各フードバンク活動団体の紹介

近隣のフードバンク団体を探すことが出来ます

5.フードバンクへの食品提供・寄付に係る税制に関する 情報が掲載され

ています。

6.フードバンク活動における食品の取扱い等に関する手引き

食品の品質確保及び衛生管理、情報管理等に焦点を当てた手引書が掲載

されています。

発行：令和4年3月

(令和3年度事業系食品ロス削減コーディネート事業)

岡山県環境文化部循環型社会推進課

〒700-8570 岡山県岡山市北区内山下2丁目4-6

TEL：086-226-7306

https://www.maff.go.jp/

